


　
「
出
産
育
児
一
時
金
」
の
支
払
い
方

法
に
は
、
国
保
か
ら
医
療
機
関
へ
直
接

支
払
う
方
法
（
直
接
支
払
制
度
）
と
、

本
人
が
出
産
費
用
の
全
額
を
い
っ
た
ん

医
療
機
関
へ
支
払
っ
た
後
に
、
国
保
へ

申
請
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

直
接
支
払
制
度
を
利
用
す
る
と
、
あ

ら
か
じ
め
ま
と
ま
っ
た
現
金
を
用
意
す

る
必
要
が
な
い
た
め
、
経
済
的
負
担
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。

【
支
給
額
】

　

在
胎
週
数
第
22
週
以
降

　

40
万
４
千
円
（
産
科
医
療
保
障
制
度

加
入
機
関
の
場
合
42
万
円
）

※
出
産
費
用
が
42
万
円
未
満
の
場
合
の

差
額
ま
た
は
直
接
支
払
い
制
度
を
利
用

し
な
い
場
合
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
国

民
健
康
保
険
係
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

　

母
子
健
康
手
帳
、
保
険
証
、
印
鑑
、

領
収
書

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
健
康
保
険
課
国
民
健
康
保
険
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
１
１

国
民
健
康
保
険
加
入
者
へ

出
産
育
児
一
時
金
の

支
払
い
に
つ
い
て

平
成
28
年

「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」

が
始
ま
り
ま
す

　

９
月
21
日
（
水
）

か
ら
30
日
（
金
）
ま

で
の
10
日
間
、
秋
の

全
国
交
通
安
全
運
動

が
全
国
で
実
施
さ
れ

ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
一
人

ひ
と
り
が
交
通
事
故
に
つ
い
て
考
え
行

動
し
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を
無
く
し
ま

し
ょ
う
。

【
ス
ロ
ー
ガ
ン
】

　
「
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー　

　
　
　

乗
せ
て
走
ろ
う　

秋
の
道
」

【
運
動
の
最
重
点
】

　

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

【
運
動
の
重
点
】

・
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
、
自
転

車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

・
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座
席
の

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
正
し
い
着
用
の
徹
底

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

■
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
庁
生
活
・
文
化
課

　

℡
０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
５
２
３

　

夏
は
、
１
年
で
最
も
電
力
の
需
要
が

大
き
く
な
る
季
節
で
す
。
今
夏
は
、
安
定

し
た
電
力
供
給
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す

が
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、
熱
中
症

な
ど
に
十
分
気
を
つ
け
な
が
ら
、
無
理

の
な
い
範
囲
で
の
省
エ
ネ
・
節
電
に
、

引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
省
エ
ネ
・
節
電
の
取
り
組
み
例
】

・
家
庭
で
は
室
温
28
度
を
心
が
け
、
扇

風
機
や
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
併
用
し

て
風
向
き
を
調
整
す
る
。

・
日
差
し
の
当
た
る
窓
に
は
、
カ
ー
テ

ン
や
す
だ
れ
を
つ
け
る
。

・
家
族
み
ん
な
が
１
つ
の
部
屋
で
過
ご

し
た
り
、
涼
し
い
場
所
に
一
緒
に
出
か

け
た
り
す
る
こ
と
で
、
エ
ア
コ
ン
な
ど

の
使
用
数
を
減
ら
す
。

・
旬
の
食
材
（
ナ
ス
等
）
を
食
べ
る
こ

と
で
、
体
の
中
か
ら
涼
し
く
す
る
。

※
そ
の
他
の
取
組
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
庁
地
球
温
暖
化
対
策
課

　

℡
０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
５
８
６

　

FAX
０
９
９
‐
２
８
６
‐
５
５
３
９

夏
季
の
省
エ
ネ
・
節
電
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！

秋
の
農
作
業
事
故
ゼ
ロ
運
動

〜
農
業
も
や
っ
ぱ
り

　
　
　
　
　
　

安
全
第
一
〜

　

９
月
１
日（
木
）か
ら
10
月
31
日（
月
）

は
、「
秋
の
農
作
業
事
故
ゼ
ロ
運
動
」

の
実
施
期
間
で
す
。
県
で
は
、
農
作
業

事
故
の
未
然
防
止
を
広
く
、
県
民
に
呼

び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

農
作
業
事
故
に
よ
る
死
亡
者
数
は
、

全
国
で
年
間
約
３
５
０
人
で
、
就
業
人

口
10
万
人
あ
た
り
15
人
と
、
建
設
業
の

２
倍
の
多
さ
で
す
。
農
業
で
も
「
安
全

第
一
」
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

今
日
か
ら
始
め
て
み
よ
う
！

　
　
　
　
「
携
帯
電
話
を
持
ち
歩
く
」

　

注
意
し
て
作
業
し
て
い
て
も
、
事
故

は
突
然
や
っ
て
き
ま
す
。
緊
急
事
態
を

一
刻
も
早
く
伝
え
る
た
め
に
、
ど
ん
な

に
近
く
て
も
、
携
帯
電
話
は
必
ず
携
帯

し
、
体
か
ら
飛
び
出
な
い
工
夫
と
、
電

話
帳
の
最
初
に
緊
急
連
絡
先
を
登
録
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
庁
経
営
技
術
課

　

℡
０
９
９
‐
２
８
６
‐
３
１
５
５

　

FAX
０
９
９
‐
２
８
６
‐
５
５
９
３



■問い合わせ先
　熊毛支庁建設課建築係　℡ 22-1867
　市役所建設課建築係　　℡ 22-1111 内線 238

　

毎
年
９
月
１
日
の
「
防
災
の
日
」
を

含
む
、
８
月
30
日
（
火
）
か
ら
９
月
５

日
（
月
）
ま
で
の
１
週
間
は
、
建
築
物

の
防
火
対
策
の
推
進
を
目
的
と
し
た

「
建
築
物
防
火
週
間
」
で
す
。

　

そ
こ
で
、
建
物
を
所
有
ま
た
は
管
理

し
て
い
る
皆
さ
ま
に
、
地
震
や
火
災
な

ど
の
災
害
で
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
心

が
け
て
い
た
だ
き
た
い
注
意
点
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

「
地
震
へ
の
備
え
は

　
　

大
丈
夫
で
す
か
？
」

　

近
い
将
来
発
生
が
予
想
さ
れ
て
い
る

南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
、
大
地
震
は
い

つ
ど
こ
で
発
生
し
て
も
、
お
か
し
く
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
、
家

具
や
電
化
製
品
等
の
転
倒
を
防
ぐ
た
め

に
固
定
す
る
な
ど
、
地
震
へ
の
備
え
が

必
要
で
す
。

　

平
成
７
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
で
の

死
者
の
約
８
割
は
、
建
物
の
倒
壊
に
よ

る
も
の
で
、
特
に
耐
震
基
準
が
大
き
く

改
正
さ
れ
た
昭
和
56
年
以
前
の
建
物
に

集
中
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
５
月
に
改
正
さ
れ
た
耐
震

改
修
促
進
法
に
よ
り
、
昭
和
56
年
６
月

以
前
に
建
て
ら
れ
た
全
て
の
建
物
の
所

有
者
は
、
耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
に
よ

り
、
建
築
物
の
安
全
確
保
に
努
め
る
こ

と
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
建
築
士
な

ど
の
専
門
家
に
相
談
し
、
建
物
が
倒
れ

な
い
か
ど
う
か
、
建
物
の
耐
震
診
断
を

行
い
、
倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
、

耐
震
補
強
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

「
火
事
の
と
き
、
安
全
に

　
　
　

避
難
出
来
ま
す
か
？
」

　

廊
下
や
階
段
、
防
火

扉
の
ま
わ
り
に
物
を
置

く
と
、
火
事
を
が
お
き

た
と
き
に
安
全
に
避
難

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
火
の
勢
い
が
早

ま
る
原
因
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
日
頃

か
ら
注
意
、
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
26
年
２
月
に
発
生
し
た
、
長
崎

県
で
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
火
災
事
故

や
、
同
年
10
月
に
福
岡
県
の
医
院
で
発

生
し
た
火
災
事
故
は
、
防
火
扉
が
作
動

し
な
い
な
ど
の
不
備
で
、
被
害
が
大
き

く
な
り
ま
し
た
。
防
火
扉
や
火
災
時
に

煙
を
出
す
た
め
の
外
部
窓
、
停
電
時
に

も
廊
下
や
階
段
を
照
ら
す
非
常
用
照
明

な
ど
の
設
備
が
正
し
く
作
動
す
る
か
ど

う
か
点
検
が
必
要
で
す
。

　

多
数
の
人
が
利
用
す
る
ホ
テ
ル
や
病

院
な
ど
の
建
物
の
う
ち
、
県
が
指
定
す

る
一
定
規
模
以
上
の
建
物
の
所
有
者
・

管
理
者
は
、
建
物
の
安
全
性
に
つ
い
て
、

定
期
的
に
建
築
士
な
ど
の
資
格
者
に
調

査
・
点
検
を
行
わ
せ
、
そ
の
結
果
を
県

に
報
告
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

「
建
物
の
外
壁
が
落
下
す
る

　

恐
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」

　

建
物
の
外
壁
材
（
モ
ル
タ
ル
や
タ
イ

ル
な
ど
）
は
、
老
朽
化
す
る
と
落
下
し

て
、
通
行
人
等
に
被
害
を
及
ぼ
す
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
日
頃
か
ら
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

　

県
内
で
も
平
成
24
年
、
老
朽
化
が
原

因
と
思
わ
れ
る
、
外
壁
タ
イ
ル
の
落
下

事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
幸
い
、
け
が

人
は
出
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
も
し
通
行

人
が
い
た
場
合
は
、
人
命
に
関
わ
る
重

大
事
故
に
繋
が
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

落
下
す
る
恐
れ
（
ひ
び
割
れ
等
）
が

見
ら
れ
る
場
合
は
、
建
築
士
な
ど
に
点

検
を
依
頼
し
、
異
常
が
あ
れ
ば
、
早
急

に
補
修
を
し
ま
し
ょ
う
。



空家等の実態調査

西之表市空き家実態調査等業務委託

　西之表市では、市内の空家等状況を把握するための実
態調査を行っています。市が業務を委託した下記業者の
調査員が、現地を調査します。
※調査員は、分かりやすいように腕章を付け、市が発行
する調査員証を携帯しています。

≪委託業者≫　株式会社パスコ
≪調査期限≫　平成29年 3月 15日（水）
■問い合わせ先
　市役所地域支援課コミュニティ推進係℡ 22-1111 内線 215

毎月第３日曜日
「家庭の日」

家族のふれあう機会をつくり、明る
い家庭づくりに努めましょう。また、
「家庭の日」
の歌（まある
くなった）の
CD を地域や
学校で活用
し、周知に努
めましょう。

毎月 19日
「育児の日」

一人一人が、家庭・地域・職場で子
育てを支えていく取り組みを積極的
に行いましょう。

毎月第３土曜日
「青少年育成の日」

地域活動へ積極的に参加しましょう。
また、地域ぐるみで青少年の健全育
成に努めましょう。

■問い合わせ先
　鹿児島県庁青少年男女共同参画課　℡ 099-286-2554

に取組みましょう！
　県では、「青少年育成の日、「家庭の日」、「育児の日」を毎月定め、県民
一体となった「郷土（ふるさと）に学び・育む青少年運動」を展開しています。
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第 112 弾
種子島の旬の食材をおいしく食べよう！
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移
動
図
書
館
車
の
日
程
（
９
月
）
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

図
書
の
貸
し
出
し
は
無
料
で
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
９
月
の
図
書
館
休
館
日
》

　

５
日
・
12
日
・
20
日
・
26
日

《
９
月
の
親
子
読
書
会
》

　

日
時
／
９
月
10
日
（
土
）
14
時
か
ら

　

場
所
／
市
立
図
書
館

■問い合わせ先
　市立図書館　℡ 23-4368
　（開館時間）9時～ 19 時

《
移
動
図
書
館
の
日
程
》

９
月
８
日
（
木
）

【
上
西
・
伊
関
・
国
上
・
榕
城
】

旧
上
西
農
協
支
所　

９
時
20
分
〜
９
時
50
分

百
合
砂
苑　
　
　
　

10
時　
　

〜
10
時
50
分

ふ
れ
あ
い
交
流
館　

11
時
20
分
〜
11
時
50
分

旧
国
上
中
学
校　
　

12
時
10
分
〜
12
時
40
分

浦
田
港　
　
　
　
　

12
時
50
分
〜
13
時
20
分

国
上
小
学
校　
　
　

14
時
15
分
〜
15
時

ふ
れ
あ
い
公
園　
　

15
時
25
分
〜
16
時

９
月
15
日
（
木
）

【
安
納
・
現
和
・
安
城
・
立
山
・
中
割
】

旧
安
納
農
協
支
所　

９
時　
　

〜
９
時
30
分

現
和
苑　
　
　
　
　

９
時
50
分
〜
10
時
40
分

現
和
農
協
支
所　
　

10
時
50
分
〜
11
時
20
分

安
城
中
央
公
民
館　

11
時
40
分
〜
12
時
10
分

安
城
小
学
校　
　
　

13
時
05
分
〜
13
時
50
分

安
城
大
野
公
民
館　

14
時
10
分
〜
14
時
40
分

立
山
小
学
校　
　
　

14
時
50
分
〜
15
時
20
分

万
波　
　
　
　
　

生
姜
山
公
民
館　
　

16
時　
　

〜
16
時
30
分

９
月
29
日
（
木
）

【
下
西
・
住
吉
・
古
田
・
榕
城
】

住
吉
港　
　
　
　
　

９
時
20
分
〜
９
時
50
分

風
の
街　
　
　
　
　

10
時　
　

〜
10
時
30
分

深
川
公
民
館　
　
　

10
時
50
分
〜
11
時
20
分

古
田
上
之
町
公
民
館
11
時
45
分
〜
12
時
15
分

古
田
中
央
公
民
館　

13
時
15
分
〜
13
時
45
分

岳
之
田
公
民
館　
　

14
時
05
分
〜
14
時
35
分

青
少
年
ホ
ー
ム　
　

14
時
45
分
〜
15
時
15
分

※
日
程
等
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、

そ
の
都
度
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。
巡
回

時
間
は
、
多
少
の
ず
れ
が
出
て
く
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

毛
地
区
消
防
組
合
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

熊
毛
地
区
医
師
会
で
は
、
救
急
医
療

の
現
状
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

左
記
の
と
お
り
、
救
急
医
療
県
民
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

救
急
医
療
県
民
講
座
に
つ
い
て

【開催日時】

　９月３日（土）１３：３０から

【開催場所】

　市保健センターすこやか

【講演】

　「気をつけよう！エコノミークラス症候群」

【講師】

　種子島医療センター循環器内科部長

　　　　　　　　　　　　北園　和成　先生

※種子島医療センター麻酔科部長　高山千史先生

　より、熊本大地震におけるＤＭＡＴの活動報告

　も行われます。

～救急医療県民講座～

　　　　入　場　料　無　料　　　
※ご来場の方には、粗品をご用意しています。
　　　　入　場　料　無　料入　場　料　無　料　　　
※ご来場の方には、粗品をご用意しています。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
毛
地
区
消
防
組
合

　

℡
２
３
‐
０
１
１
９



■
問
い
合
わ
せ
先　

　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　
　

℡
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　

市
役
所
市
民
生
活
課
国
民
年
金
係

　
　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

　

も
う
す
ぐ
60
歳
な
の
で
す
が
、「
ね
ん

き
ん
定
期
便
」
で
年
金
の
加
入
期
間
を
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
年
金
を
納
め
た
期
間
が

20
年
で
し
た
。
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る

た
め
に
、
加
入
期
間
を
増
や
す
方
法
は
あ

り
ま
す
か
。

期
間
が
不
足
す
る
と
き
は

任
意
加
入
を
！

■問い合わせ先
　市役所健康保険課包括支援係　℡ 22-1111 内線 330
問■問 合い合わせわせ先先
市市役所役所健康健康保険保険課包課包括支括支援係援係　℡ 22-1111 内内線 3線 30

「
米
寿
を
祝
う
会
」
を
開
催
し
ま
す
！

　

老
齢
基
礎
年
金
の
受
取
に
必
要
な
保

険
料
を
納
め
た
期
間
は
、
原
則
25
年

(

３
０
０
月)

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
老

齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な

期
間
は
、
免
除
や
納
付
猶
予
を
受
け
て
い

た
期
間
、
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た
期

間
、
厚
生
年
金
加
入
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

た
配
偶
者
の
期
間
で
す
。
な
お
、
日
本
国

籍
の
方
は
、
海
外
に
居
住
し
て
い
た
期
間

等
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

年
金
受
け
取
り
に
必
要
な
期
間
が
不

足
す
る
場
合
は
、
60
歳
以
降
で
厚
生
年
金

に
加
入
中
で
な
け
れ
ば
、「
任
意
加
入
制

度
」
を
利
用
し
、
加
入
期
間
を
満
た
し
て

く
だ
さ
い
。

　

65
歳
で
25
年
を
満
た
し
て
い
な
け
れ

ば
、
70
歳
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。

任
意
加
入
の
申
し
込
み

　

任
意
加
入
の
保
険
料
は
原
則
口
座
振

替
と
な
り
ま
す
の
で
、
次
の
も
の
を
ご

準
備
く
だ
さ
い
。

・
保
険
料
を
振
替
す
る
た
め
の
通
帳

・
通
帳
の
金
融
機
関
お
届
け
印

【
申
込
先
】

　

市
役
所
市
民
生
活
課
国
民
年
金
係
窓
口

【
保
険
料
】

　

平
成
28
年
度　

１
６
２
６
０
円

満
額
の
老
齢
年
金
基
礎
年
金
を

受
け
取
り
た
い
方
も

任
意
加
入
制
度
の
ご
利
用
を
！

　

満
額
の
受
け
取
り
に
必
要
な
期
間
40

年
に
足
り
な
い
場
合
、
65
歳
ま
で
な
ら

任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

保
険
料
を
納
め
た
期
間
を

確
認
し
た
い
と
き
は
？

　

誕
生
月
に
年
金
機
構
よ
り
届
く
、
ね

ん
き
ん
定
期
便
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
ね

ん
き
ん
ネ
ッ
ト
）
で
も
、
ご
本
人
の
年

金
記
録
が
確
認
で
き
ま
す
。
ま
た
、
市

国
民
年
金
係
に
お
い
て
も
、
確
認
が
で

き
ま
す
の
で
、本
人
確
認
書
類（
免
許
証
、

保
険
証
等
）、印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
「
米
寿
を
祝
う
会
」
は
、
元
気
で
88
歳
を
迎
え
ら
れ
た
方
々
が
一
同
に
集

う
こ
と
で
、
相
互
の
親
睦
と
自
ら
の
健
康
づ
く
り
や
生
き
が
い
づ
く
り
に
役

立
て
よ
う
と
、
昨
年
度
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

対
象
者
と
な
る
皆
さ
ま
に
は
す
で
に
通
知
を
し
て
い
ま
す
が
、
ご
家
族
・

親
戚
等
関
係
者
の
方
の
ご
来
場
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
開
催
日
時
】
９
月
15
日
（
木
）
14
時
〜
17
時

【
開
催
会
場
】
市
民
会
館
ホ
ー
ル

【
対
象
者
】　

満
88
歳
の
方
（
昭
和
２
年
10
月
１
日
〜

昭
和
３
年
９
月
30
日
生
）
及
び
そ
の
関
係
者

敬
老
金
支
給
事
業
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
高
齢
者
の
長
寿
を
祝
福
し
、
敬
老
の
意
を
表
す
る
た
め
、
敬
老

金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

・
満
１
０
０
歳
の
方

　

誕
生
日
に
市
長
が
訪
問
し
、
お
祝
い
を
述
べ
、
祝
い
金
を
支
給
す
る
。

・
満
１
０
１
歳
以
上
の
方

　

敬
老
の
日
前
１
週
間
以
内
に
市
長
が
訪
問
し
、
お
祝
い
を
述
べ
、
祝
い
金

を
支
給
す
る
。

▼　昨年の様子　▲



第
２
回
ふ
る
さ
と
ま
な
び
〜
隊

　
　
　
「
畑
は
海
の
と
も
だ
ち
」

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
５
７



大
西
宇
宙
飛
行
士

国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
活
躍
中

　

７
月
７
日
、
ロ
シ
ア
の
バ
イ
コ
ヌ
ー

ル
宇
宙
基
地
（
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和

国
）
か
ら
、
ソ
ユ
ー
ズ
宇
宙
船
で
宇

宙
へ
飛
び
立
っ
た
大
西
宇
宙
飛
行
士

は
、
７
月
９
日
に
国
際
宇
宙
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）
に
到
着
し
、
Ｉ

Ｓ
Ｓ
で
の
長
期
滞
在
を
ス
タ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。

　

大
西
宇
宙
飛
行
士
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
第
48

次
／
49
次
長
期
滞
在
ク
ル
ー
の
フ
ラ

イ
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
、
宇
宙
環

境
を
利
用
し
た
実
験
や
Ｉ
Ｓ
Ｓ
の
運

用
な
ど
の
仕
事
を
こ
な
し
て
い
ま
す
。

先
輩
宇
宙
飛
行
士
か
ら
の
「
た
す
き
」

を
し
っ
か
り
と
引
き
継
い
、
日
本
の
信

頼
を
さ
ら
に
強
め
る
べ
く
ミ
ッ
シ
ョ

ン
に
取
り
組
む
大
西
宇
宙
飛
行
士
。

　

引
き
続
き
、
応
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
！

支
援

の
輪 を

広
げ

よ
う！

援

の を
広
げ

よ

「
ど
う
や
っ
て
」
を

　
　
　
　
　

わ
か
り
や
す
く
伝
え
る

意思表示カード

「
ど
こ
で
」
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る

「
い
つ
」
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る

　

大
西
宇
宙
飛
行
士
が
長
期
滞
在
し
て
い

る
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）

は
、
地
上
か
ら
約
４
０
０
㎞
上
空
に
建
設

さ
れ
た
、
人
類
史
上
最
も
大
き
な
宇
宙
施

設
で
す
。
大
き
さ
は
サ
ッ
カ
ー
場
ほ
ど
の

大
き
さ
で
、
重
さ
は
約
４
２
０
ト
ン
に
も

な
り
ま
す
。

　

Ｉ
Ｓ
Ｓ
は
地
球
を
１
周
約
90
分
と
い
う

ス
ピ
ー
ド
で
回
り
な
が
ら
宇
宙
で
の
実

験
・
研
究
や
地
球
・
天
体
の
観
測
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｓ
Ｓ
に
は
ア
メ
リ
カ
、

ロ
シ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
カ
ナ
ダ
、
日
本

の
15
の
国
が
参
加
し
て
い
て
、
様
々
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
ま
す
。

国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
っ
て

　
　
　
　
　
　
　

ど
ん
な
ど
こ
ろ
？

宇
宙
科
学
技
術
館
の
開
館
時
間

　
　
　
　　
　
　
　

変
更
の
お
知
ら
せ

　

９
月
か
ら
、
宇
宙
科
学
技
術
館
の
開
館

時
間
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

【
開
館
時
間
】

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

【
休
館
日
】

　

毎
週
月
曜
日

　
（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
火
曜
日
）



（
出
生
児
）
（
性
別
）

（
父
）

（
母
）

（
住
所
）

大
角　

洸た
け
と翔

男

泰
裕

直
子

美
浜
町

木
村　

悠は
る
の乃

女

武
浩

る
み
子

中
西

福
元　

颯そ
う
す
け佑

男

修
斗

由
佳

東
京
都

川
畑　

綺き
ち
ょ
う蝶

女

正
伸

美
由
紀

野
首

遠
藤　

直な
お
ひ
と仁

男

栄
作

菜
保
美

千
葉
県

林　

奎け
い
じ
ゅ樹

男

裕

理
奈

福
岡
市

城
戸　

麟り
ん
た
ろ
う

太
郎

男

隆
志

琴
美

池
野

校区 男 女 計 世帯数
榕城 3753 4201 7954 3963
上西 235 274 509 275
下西 1076 1229 2305 1187
国上 559 606 1165 611
伊関 194 210 404 212
安納 205 222 427 228
現和 641 657 1298 681
安城 147 165 312 174
立山 57 53 110 55
中割 50 51 101 59
古田 187 229 416 201
住吉 422 504 926 507

［火　災］
 出火件数　 0 件
 うち建物　 0 件
［救　急］
 出動件数　82件
 うち急病　51件

発生件数　 13 件
死 者　   0 人
負 傷 者　 16 人

［人口］
全体 15,927 人（－   40）
男性   7,526 人（－   16）
女性   8,401 人（－   24）

［世帯数］
世帯（＋  　１）

（　）内の数字は前月比

（
氏
名
）

（
年
齢
）
（
住
所
）

荒
河　

ヤ
ス

82

湊

福
元　

サ
チ
ヨ

69

中
西

古
賀　

康
子

70

西
町

原
﨑　

ナ
ツ

96

野
木
平

鎌
田　

ヒ
サ

84

上
之
原
町

窪
田　

ハ
ツ
キ
ク

98

二
本
松

中
村　

ミ
ネ

88

上
之
原
町

植
村　

ヒ
デ
子

61

川
迎

曽
木　

カ
ズ
ヱ

99

柳
原

荒
河　

マ
サ
子

80

湊

榎
元　

靜
雄

67

鴨
女
町

田
添　

良
子

72

上
能
野

平
山　

武
久

78

榕
城
中
目

鏑
木　

孝
太
郎

84

中
野

今
鞍　

時
成

85

本
立

田
上　

義
人

81

深
川

木
原　

シ
ホ

83

御
牧

植
村　

清
則

92

松
畠

（
寄
付
者
名
）

（
住
所
）

（
故
人
名
）

榎
本　

律
子

野
首

榎
本　

常
正

大
石　

由
美
子

下
石
寺

大
石　

末
雄

濵
川　

孝
文

兵
庫
県

濵
川　

俊
春

榎
元　

美
智
代

池
野

榎
元　

一
美

渡
邊　

喬
志

野
首

渡
邊　

愛
心

上
村　

ト
キ
ヱ

池
野

上
村　

伸
一

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
及
び
一
般
と
し
て
ご
寄

付
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ご
親
族
の
ご
芳
志
に
副
い
ま
す
よ
う
、
社
会
福
祉
の
た
め

に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
一
般
寄
附　

種
子
島
鮮
魚
仲
買
人
組
合

（
氏
名
）　 　
　
　
（
住
所
）

福
山　

龍
巳　
　
　

池
野

　
　

＆

日
髙　

光
知
子　
　

中
種
子
町

鮫
島　

直
樹　
　
　

小
牧
野

　
　

＆

川
下　

知
美　
　
　

塰
泊

　市教育委員会では、小規模校の児童数を増やし、
学校教育活動や地域の活性化を目的に山村留学制
度を導入しています。現在、平成 29 年度里親を
市内全域から募集しています。
　子どもたちと楽しい１年を過ごしませんか？
※制度の詳細は、市教育委員会学校教育課管理係
（℡ 22‐1111 内線 255）へお問い合わせください。

市教育委員会では、小規模校の児童数を増やし、
学学校教育活動や地域の活性化を目的に山村留学制制
度度を導入しています。現在、平成 29 年度里親を
市市内全域から募集しています。
　子どもたちと楽しい１年を過ごしませんか？
※制度の詳細は、市教育委員会学校教育課管理係係
（℡ 22‐1111 内線 255）へお問い合わせください。



や
み
の
中
は
な
や
か
に
舞
う
ホ
タ
ル
達
水
面
劇
場
一
人
観
賞

甲
女
川
流
れ
遮
る
吹
き
な
が
し
太
く
口
あ
け
風
孕は

ら

み
お
り

待
ち
に
待
つ
梅
雨
明
け
宣
言
よ
ろ
こ
ぶ
も
猛
暑
続
き
に
早
く
も
悲
鳴

た
の
む
し
は
小
さ
き
頃
の
社
交
場
で
親
に
連
れ
ら
れ
絆
を
学
ぶ

庭
先
の
ジ
ャ
カ
ラ
ン
タ
の
花
の
パ
ー
プ
ル
に
夏
の
疲
れ
を
い
や
さ
れ
て
お
り

短
歌
の
道
我
に
は
一ひ

と
し
お入

む
ず
か
し
く
た
じ
ろ
ぐ
ま
ま
に
水
無
月
は
す
ぐ

入
所
者
の
待
ち
に
待
ち
い
し
苑
祭
り
の
車
椅
子
に
は
風
船
結
ぶ

遠
き
日
に
川
染
め
遊
び
鳳ほ

う
せ
ん
か

仙
花
今
年
も
庭
に
咲
い
て
な
つ
か
し

ス
ガ
ル
採
り
名
人
の
夫
と
磯
に
行
き
米
袋
い
っ
ぱ
い
大
漁
に
笑え

む

九つ

づ

ら
十
九
折
り
踏た

た
ら鞴

の
里
よ
こ
こ
武
部
は
棚
田
山
吹
き
入
り
日
に
眩
し

青
い
空
飛
行
機
雲
が
た
ゞ
ひ
と
つ
広
い
キ
ャ
ン
バ
ス
な
に
を
描
こ
う

雨
の
匂
い
夏
野
の
匂
い
嗅
ぎ
に
つ
つ
墓
の
掃
除
す
彼
岸
の
近
し

老
犬
に
愚
痴
を
聞
か
せ
て
散
歩
す
る
夏
の
夕
暮
れ
汗
と
た
め
息

鳴
く
蝉
と　

同
時
に
湧
き
出
し　

玉
の
汗

海
光
る　

鼻
歌
サ
ザ
ン　

サ
ン
グ
ラ
ス

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル　

能
野
広
い
な　

日
が
沈
む

庄
司
浦
・
岩
坪　

勇
二

国
上
中
目
・
榎
本　
　

孝

鹿
児
島
市
・
大
山
貴
美
子

千
葉
県
流
山
市
・
小
山
田　

操

鴨
女
町
・
桑
原　

房
子

洲
之
崎
・
後
庵　

キ
ク

小
牧
・
田
上　

那
枝

東
町
・
徳
永
ソ
ヨ
子

わ
ら
び
苑
・
中
村　

清
子

群
馬
県
高
崎
市
・
丸
山　

正
徳

東
町
・
山
口　

ミ
サ

中
野
・
吉
原
三
保
子

鹿
児
島
市
・
吉
盛　

正
子

納
曽
・
古
市　

律
子

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
み
き

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
ゆ
き
え

区　分 島内産 島外産
入荷量 26 トン 25 トン
51 トン （51％） （49％）
取引額 760 万円 553 万円
1,313 万円 （58％） （42％）

内　訳
入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏） （千円） （㎏） （千円）

野
菜
類

根 菜 類 366 241 3,930 677
葉 茎 菜 類 1,961 290 7,867 1,271
果 菜 類 8,984 2,219 2,219 796
そ の 他 9,900 2,597 4,810 1,126
小 計 21,211 5,347 18,826 3,870

果
物
類

かんきつ類 0 0 433 228
果 瓜 類 3,231 381 1,814 258
そ の 他 1,417 1,083 2,538 810
小 計 4,648 1,464 4,785 1,296

鳥卵・加工品等 243 125 1,002 277

花　類
27,508

659
2,070

91
本 本

青
果
状
況
【
7
月
】

種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場

℡
２
２
‐
０
２
１
６

野
菜
・
果
物
・
花
類
の
出
荷
を
ご
希
望
の
方
は
、

種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
9
月
の
休
み
》
４
日
・
７
日
・
11
日
・
14
日
・
18
日
・
22
日
・

　
　
　
　
　
　

25
日
・
28
日

編
集
後
記

　

ま
ち
の
わ
だ
い
で
紹
介
し
た
、
種
子
島
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス

大
会
。
10
回
記
念
大
会
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
大
盛
り
上

が
り
。
レ
ー
ス
当
日
、
私
は
漁
船
か
ら
ス
タ
ー
ト
の
様
子

を
撮
影
す
る
予
定
だ
っ
た
の
で
す
が
、
参
加
者
の
方
の
ご

厚
意
で
、
ヘ
リ
か
ら
撮
影
す
る
こ
と
に
。
も
ち
ろ
ん
、
人

生
初
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
！
う
き
う
き
気
分
で
乗
り
込
ん
だ
の

で
す
が
・
・
・
予
想
以
上
の
ス
ピ
ー
ド
と
高
さ
に
、
し
ば

ら
く
目
を
閉
じ
た
ま
ま
飛
行
（
笑
）「
早
く
着
陸
し
て
〜
。」

と
、
操
縦
士
の
方
に
心
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
な
が
ら
、

撮
影
を
続
け
ま
し
た
（
笑
）

　
「
船
酔
い
」
な
ら
ぬ
「
ヘ
リ
酔
い
」
に
な
り
な
が
ら
撮

影
し
た
写
真
や
、
そ
の
他
イ
ベ
ン
ト
の
写
真
な
ど
、
市
役

所
１
階
ロ
ビ
ー
の
テ
レ
ビ
で
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
☆　
（
莉
）

【上映場所】
 西之表市民会館
【上映開始時間】
 ①午後２時
 ②午後６時３０分

■問い合わせ先
　市教育委員会
　社会教育課
　℡ 22‐1111 内線 257



■問い合わせ先
　市役所地域支援課協働推進係　℡ 22‐1111 内線 214


